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『退会防止マニュアル』送付の件 

 
拝啓 初夏の候、貴ライオンにおかれましては益々ご健勝にてご活躍のことと拝察

申し上げます。 
本年度、当委員会としては、当初より会員増強もさることながら、退会防止に向

け、各クラブが所属メンバーに対し、積極的に働きかけるべきであるとの認識のも

と、度重なる議論、検討の末、別添の様な小冊子を作成致しました。 
各会長におかれましては、趣旨をご理解頂き、各メンバーに配布して頂くなり、

有効にご活用下さいます様お願い申し上げます。 
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会員増強・指導力育成委員会 

『退会防止マニュアル』 
 
 

はじめに 
 

この度、本委員会で『退会防止の報告書』を作成いたしました、貴クラブにおかれ

ましては各項目をチェックリストとして、ご利用いただければ幸いと思います。 
 
 

基本(全体)関係 
 

（１）「ライオンズの誓い」の精神をクラブ活動は勿論、一般社会でも、常に持つよ

う心がける。 
（２）ライオンズルールの厳守、少なくとも[ライオンズ必携]を理解、記憶しておく。 
（３）ライオンズメンバーは常に常識人としての言動に務め、一般人の模範になる様、

研鑽に努める、ましてや、人格欠落者になってはならぬ。 
（４）ライオンズメンバーは老若男女の組織であり、皆、同級生であるが、時には L

の立場を忘れ、年齢的な先輩、後輩に対して暴言的発言、命令調発言にならぬ

様注意する。 
（５）メンバーの老齢化が起りつつあるが『奉仕』の心があれば、体力にみあった役

職を与える事が、退会防止の一助にもなる。 
（６）時の三役により、不満を抱く会員には『あきらめない！』〔一年交代〕で続け

て活動する事に理解を求める。 
 
 

クラブ運営関係 
 

（１）年会費、ドネーション、ファイン、その他の負担金は、他クラブに合わせるの

ではなく、自クラブで低額化を計る。 
（２）上意下達は行わず、常に、議長、司会者は、あまり発言しない会員にも意見を

述べる機会を与えると共に、自由にものが言える雰囲気を作る。 
（３）古い会員や個性ある会員の発言により、会の中に不和が生じ、人事、運営、活

動等に影響が出てくるので、『一人の英雄はいらず、全員が英雄である』をめざ

す。 
（４）クラブ運営の不満は、退会者を出すだけでなく、同調退会者まで増加させる。 



 
例会関係 

 
（１）楽しい例会の開催に努める、クラブごと、年次ごと、年齢ごと、他の条件ご 

とに、各クラブが試行錯誤を繰り返し、見つけ出す努力をする。 
（２）会員の交流の一助として、名簿順又は委員会別等で２～３名で何か催し物をし

てもらう。 
（３）会欠席者がでた場合は、次回にむけて、『お声がけ』ルールを作る。(始めはス

ポンサー、次は幹事、３回目は会長が連絡を入れる等。) 
（４）例会での飲酒には注意すること、ましてや、二次会、三次会となると、酒で不

和を起こす者も出てくる、これは、ライオンズマンとして、人として厳に慎む

ことである。 
 
 

委員会活動関係 
 

（１）全員が委員会に所属するが、活動する委員会とそうでない委員会がある、活動

の少ない委員長は、極力、委員親睦も視野にいれて委員会を開催する。 
（２）全員参加型で、クラブ会員が『奉仕活動して良かった』と言える様なアクティ

ビティーの開発、開催を思考する。 
（３）委員会の任期は１年なので、知識、経験が充分ないと、準備期間が長くなり、

委員会活動の期間が縮小されてしまう、よって、新しいクラブでは、委員会活

動報告書を作成し、次期委員長に引き継ぐ。 
 
 

新入会員、退会者関係 
 

（１）会員増強については、出来うれば、量より質を重視したい。 
（２）新入会員へは、年次をおって各クラブ メンバーがフォローを担当する。 
（３）新入会員は、同級生と思って行動せよ。上下関係ではない。 
（４）退会者が出た場合は、真の退会理由をあらゆる手を尽くして把握する、次の退

会者を出さぬ為。 
 
 

おわりに 
 

（１）ライオンズ メンバーは、常に己の人格の向上に努力しなければならない。 
 

以上  




